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平地及山麓地 に生育 する エゾマツ、 トドマ ツの如 く老齢樹の被壓 下 を脱 むて急激 な

生長をなした る経過を示 すこと少 な く年齢 の構成は緊密に生長 した ものが多い。 樹

高生 長は上部地では風衝 を梢避け得た 地點 でも最高20米 を越ゆ るもの少な くIS～

Ig米 のもの普通 であ る。今直径に於ける一年輪幅 と一年間樹高平均生長 を示せば次

の如 くであう。

(24)上 部 地 エ ゾマ ツ、 トドマ ツ生 長

エ ゾ マ ツ

〃

〃

ト ドマ ツ

ト ドマ ツ

之 を平地林 エゾマツ、 トドマツの老齢樹下の被壓 を脱 して直径生長の良好な るも

のの一年輪幅O.6糎 、一ケ年平均樹高生長18.8糎1)に 比較 すれば 直径生 長に於て

21%、 樹高生 長に於 て32%に 當 るのみである(第 五圖参照)。

山麓1仕齢林は前述の如 く樹齢50～gO年 の もの多 く老齢樹下の被趣を脱 して生長

最 も旺盛 なる時代であつて被壓 時代の生長に比 して 直径 及樹高にて6～7倍 の生長

をな し、平地林 に於け るエゾマツ、 トドマツに劣 らぬ生 長状態 である。

(IV)壮 齢 一一 齊 林

分 布

山麓地帯 には前述の ベル ト調査 及区域調査巾に示す様 な壮齢 の一齊型 エ ゾマツ、

トドマ ツ林は各所 に散在 し、特 に幌登山東南面嶺線 及 保恵山、木菟 山の山麓地域 に

多 く見 ることを得 る(第 一圖参照)σ

1)前 掲演習林報告 第二號 別表 第五



之れは海抜高200～400米 附近の中腹 及山麓 の緩斜地の丘陵、山背の突角、谷線の

屈 曲地・側面 急斜の漢谷林地等 に多 く、其面積 は廣 きものはIo～15陪 、狭い もの

はo.OI～o.5阻 の壮齢 樹團地 をなして居 る。是等}lil齢林の区域は幌登 山頂か ら傭観す

る時 は樹冠の新緑色が老齢樹林 の濃緑色な る樹海の問に組胞状1、 に散在 するのを大

観 す ることが出來 る。 之 と同榛な林 況は樺 太各所のエ ゾマツ、 トドマ 喫林 にも見 る

こ ご を 得 る。 吉川學士 ・)は樺太中部附近の林型 を五種 に区分 して其中 に 「他の軌

の型 とも異つて樹 高級13～14米 を中心 に樹高級7～8米 乃至12～20米 の間 に集

中 し其他 の上 叉は下層階級 には 本数配分極め て少な きもの」で 「小径級木 よりな る

密生 せる一齊秣的外観 を呈 し枯倒木 比較的少な く鬱閉密 なる林床植物 の登達不良」

とせ らるるは 此壮齢林型に相當 するが如 く・即 ち 「可成局所的に現 は るるが 丘陵林

の峯通 り等 に於て屡 々見受け らるる庭」 と述 ぺて居 られ る。

厘 別

幌登山の東南面 山麓地帯 にあ る多数 の壮齢 林 は前述 の様に 各所 に存在す るが其面

積 の廣狡 に よつて 林況 と生 立状態 に著 しい相違があるか ら本 調査 では次の如 くに区

分 した。

(イ)比 較的廣面積(o.5附 以上)に 更新された壮齢 林

幌登 山の東南面嶺線に存在 す る面積９ 階 の琳齢林 中に調査地 を設定 し7e(1調

査地)。

(ロ)小 面積(o.OI～05陪)に 更新された壮齢林

幌登 山東南面嶺 線・保恵川第一支流の左岸等 に散在する・ 特に保恵川第一支流

左岸では此小面積壮齢 林の集團地が80～go附 の大面積 に及んで居 る。 此区域

中に調査地 を設定した(II調 査地)。

今此等調査地に就 て詳細 を述ぶれば次の如 くである。

 1) Karl Gaigg, Steyer; Naturverjungung u. Mischbestandshegrundung auf den Kreideflyscheboden 
   zwischen Krems und Enns des oberösterrechischen Traunviertels. Centl>. Forstwesen. Mai-juni 

1933

2)吉 川宥恭;樺 太 に於 け る トドマツ、エゾマツ天 然林 の林 型 に關する調査・樺太 中央試験場報告

第 二類 第一號15頁 ・
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林 祝

比較的廣面積 に更新 された封i:齢林の1調 査地(以 下軍に1調 査地 と記す〉・は小面

積に 更新 されて居 る壮齢 林 のII調 査地(以 下軍にII調 査地S記 す)よりI階
σ

當材積 は多 く1隔 當本数は少数 である。 從つて平均単木材 積 は1調 査地 に於て

大 こな るものである。

(25)壮齢 林 樹 種 混淆 歩 合

樹種の混淆 歩合は1調 査地 では本数材積共に トドマツ に多撒 で、II調 査地では

エゾマツ は トドマツより材積は多数であ るが本数は トドマツが梢多い。

径級別には副木が両調査地 とも其生 立本数多 く、主林 木の径級別材積歩合は1調

査地 では小径:中 径:大 裡 は55:44:1の 比 で殆ん ど小、中径木か ら成 るが、II調

査地では此比は62:27:11こ なつて前者 よウも大裡木が多数 に存在 す る。

両調査地共に トドマ ツ に小径及中裡木の本数、材積 の歩合大 でエゾマツでは中裡

及大裡のものが多い。叉II調 査地 ではカバ(エ ゾノグ ケカバ、 シラカバ)の 大径 木

が特 に多い材積歩合 を示 むて居 る。



(26)批 齢 林 径 級 別 歩 合(%)

稚樹総数は1調 査地 はII調 査地 よりは多数であ るがエゾマツ混淆 歩合はII調 査

地 に梢 多い。腐朽枯損木本 数は1調 査地 ではII調 査地 より多数 で殊 に副木に多 く、

樹種 別には トドマツはエゾマツ より多数であ る。II調 査地 で腐朽枯損材積多 きは大

径木 の腐朽枯損木の多い關係であ る。

(27)壮齢 林 腐 朽 枯 損 木 本 数 材 積(o.5陪 當)

不 整 形 木

山麓1比齢林 のエゾマツ 、トドマツは仔 細に槍 すれば生木中には樹幹の不整形なもの
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が彩 しくある。

最 も普通に存 する ものは樹幹 の轡 曲しだ もので 幼時頂芽條 の挫 折され 側方芽條の

生 長した痕跡 あるもので樺 太で一般に サシエダと聡 するものである。 之は1調 査地

では生木本数 の51%,II調 査地 では28%で あ る。又樹幹の二叉、三叉 或は数叉 と

なるものもあるが比較的少数であ る。 叉樹幹は遮 直であ るが其枝條の附着 する状態

を見れば、被壓 時代の窮蓋状樹冠が一 ケ所か ら数條 を籏出 して側方 にのみ 憤張 した

短い節問の跡 を残 こ、鬱藪 疎 開後急激 な樹高生長をした 枝條節間の伸長に比して 特

徴あ る枝條着生 をなす樹幹が多数 で、 雨調査地共20～22%を 有 する。 更に樹梢の

挫折 された ものを多数 認め るが これが正確 の数字的調査は得 られ なかつた。 是等 の

不整形の樹幹 をなす ものが1調 査地 で総数74%、II調 査地で総数49%を 占めて

居 る(第 六圖参照)。

(28)不 整 形 樹 幹 数

倒壊木

幌登 山東南 面嶺線のベルト 調査 に於て示 した如 く山麓壮齢 林には多数の倒壊木が

あつて、其状況は1調 査地(面 積o.5階)で は老齢樹の根株諸 共に倒壊 したもの223

本 で、倒壊樹幹は既に腐朽 し コケ類密生 し根張の掘起 した穴が 林 内の全面 に亘 つて

存在 し根鉢は盛上つた土墨状 をして奇観 を呈 して居 る。 而 して此等の古 い倒壊木以

外其後に倒壊 しRも のを認む るこごを得す して、SI-E:齢樹は後述の如 く全本数 の約二

割が根張の土壌 上に生 じ、 其他の壮齢 樹 はII調 査地 に於け る如 く倒木上 に生 じ7a

痕跡は顯著 でない。



(2g)倒 壊 木 本 数

1調 査 地

E調 査 地

平 均

II調 査地(面 積05階)に はIg3本 の根株諸共の倒壊 木があ るが、此中には古 き

倒壊 木 もあ う其腐朽樹幹上 に壮齢 樹 のエゾマツ、トドマツが列状 に生 じて居 う、或 は

未だ全 く腐朽 せず林 内に歴然と倒木残骸 を横た ヘた ものもあつて 倒壊木の 腐朽状態

は1調 査地 の如 く一様 でな く、老齢上木の倒壊は相當 に長期に連続 的 に起つたもの

とJuPxはれ るo

老齢木 の樹幹が腐朽して倒壊 した腐朽倒壊 木は其数は両調査地共甚だ少な、。

此等の倒壊木は後に述ぶ る如 く大多数 の ものが或一定範囲 の方向に 倒壊 して居 る

こごは注 目すべ き點である。

生 立 場 所

現在}比齢林 の林木 は1調 査地 では直径2糎 以上 の 総 本数2,185本 中、約18%

(39S本)が 老齢木の倒壊 によつて生 じle根株 の堀起 し72土 壌 上に生立 し、II調 査

地 では直径2糎 以上 の総本数2,420本 中 約6%(150本)が 倒壊に よつて生 じた

根株 堀起 しの土壌 に生 じて居 る。 腐朽倒壊木上に生 じた壮齢 樹は1調 査地 では之を

(30)壮 齢 樹 の 生 立 場 所(面 積o.5階)

1調 査 地

∬調 査 地



見出 すことを得澱が、II調 査地では 総本数 の 約16%(400本)が 腐朽倒壊木上に

生 じて顯 著に列状配置の生 立をな して居 る。 其他は生立場所の判明せ楓 ものであ る

が、多 くは古 き腐朽倒壊木上に生 じたもの と思はれ る。

1調 査地 では倒壊木樹幹上 に生立 むた鼎齢樹 は 全 くな く後述 する小型 の前生稚樹

が生 立 して居 るのみである點は特に急激 な一時的倒壊 を考へ させ られ る。

両調査地 とも多 くトドマ ツ壮齢樹 が倒壊木の根株掘起の土壌上に生 じて居 る。

前 生 樹

山麓壮齢 林 には前生樹の生立本数 比較的多 く1調 査地 では1陥 約15,000本 、II

調査地 では約12,000本 で前掲 山岳林調査地 に比較 すれば多数 であ る。其生立場所は

エゾマツ は腐朽倒 壊木上 に生ず るもの多 く、 トドマ ツ は倒壊 によつて生 じた根株掘

起 し土壌上に生 じたもの多数 であ る。 一般に小型の前生稚樹が多数 で1調 査地 中の

林室(約20平 方米)に 生 立して居た50本 の前生稚樹群 は、此調査地 中で大型 な稚

樹群 であつたが、此前生稚樹 は樹高1米 内外の もの僅かに2本 に過 ぎす、其他 は

70糎 以下のもので其年齢は最高41年 である。

(31)llten林 内 前 生 稚 樹 本 数(面 積o.5附)

上 未 倒 壊 と 更 新 型

前述の如 く山麓地帯の壮齢樹は多 く前生稚樹の登育しだものであるから前生稚樹

の登育を促す老齢上木の倒壊状態は原生林の更新型に影響する庭が多い。 原生林に

於ての老齢上木の倒壊は施業林に於ての 伐採であつて、軍木倒壊は擇伐的の効果を、



(32)壮齢 林 内 の 前 生 稚 樹(面 積20平 方米)

樹 高(米)

年 齢

一齊倒壊は皆伐的の効果 を原生林 に及ぼすものである
。 而してこの一齋倒壊 及輩木

倒壊は老齢上木 の倒壊が如何な る期間に惹起 された ものであ るか を 吟味 する爲めに

前述の比較的廣面積 に 更新 された壮齢 林(1調 査地)と 小面積 に 更新 された壮齢 林

(II調 査地)と について調査 することとした。

1調 査 地 では調査 木13本 を選定 して其年齢 と生長量 とを測定 し、各調査木の

年輪 に就 て老齢木 に被圧 され生 長不良で堅密 な年輪構成 をして居 る部 分 及 老齢上木

の倒壊後生 長良好 となつた關係に よつて被壓 年数及疎 開後の年歎 を査 定 した。 又4

本 の調査木に就 て樹幹析解を行Pt生 長量を査定 した。 この結果1調 査地の調査木の

年齢 は殆んざ60～l00年 であつて、老齢上木に被壓 された年数は30～go年 、老齢

上木の倒壊疎開後の年数 は30～70年 で、最 も古 きは70年 以前 より生長開始 をなし

て居た こととな る。

叉樹幹 析解の結 果か ら見 る時は樹高 及直径 に於ても約60～70年 以前 か ら著 し く

急激 な生 浸をなして居 る。今若 し壮齢樹 の前生稚樹 時代の被壓 年 を度外視 した 年敷



(33)(1調 査地)年 齢 調査 (34)(1調 査 地)被壓 年 数

(35)(1調 査 地)樹 幹析解 に よ

る急激 な生長開始年数

(36)(1調 査地)

上 木 倒 壊 後 年 歎

を林 木の 自由の状態 に於 て生長 した施 業年齢(WirtschaftlichesAlter)1)Eす る時は

40～70年 の比較的近似 した樹齢 のlll:齢林 とな る。 叉1調 査地 では 老齢 上木倒壊後

に新 に生立 した壮齢 樹は其年齢46年 、62年 、63年 である。 此等か ら想定すれば

比較的廣面積 に更新 された刑:齢林の1調 査地では 前述の倒壊木の腐朽状 態、倒壊状

態、林木の直t$配 分、年齢範囲 等より 見て60～70年 以前 に一齊的に急激な上木倒

壊 を生 じ當時相當諺閉しだ 林分で前生稚樹は 猶小型な10～40年 のものであつたが

 I) Balsiger, R.; Dur Plenterwald and seine Bedeutung fur die Forstwirschaft der Gegenwart. 1925 S. 25.
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之が急激 に生長 して現在の壮齢 林 こなつた ものであ る。街倒壊に よつて生 じた根張

土壌上には主 として トドマツを新に生 じた。 故に比較 的大面積 の上 木倒壊 には概 し

て トドマツの混淆 歩合が多い傾 向を有す る。

II調 査 地 では40～139年 に亘 る廣い年齢範囲 で前調 査 と同様 な調査で被壓

年数は10～100年 、又年齢調査木 につい て老齢木倒壊 後の年数は20～70年 の長 い

範囲で、且同調査地の同一倒木上の壮齢 樹 の樹幹析解 による急激な 生長開始の年 数

は約25～45年 以前 となり、又全然被壓 せ られぬ壮齢 樹 で老齢上木倒壊後 に新1ζ生 じ

たものは45年 、63年 、69年 である。

(37)(II調 査地)年 齢調 査 (38)(II調 査地)被 厭 年数

此等 より考 ぶるに小面積 に更新 された壮齢 林のII調 査地 では 前述の倒壊木の腐

朽状態、倒壊状 態、林木の直径配分・年齢の範囲 等 より老齢上木の倒壊は 長期間 に

亘 る単木的 倒壊で所謂小面積 更新1)の 行はれた ものである。 この場合には林分 の疎

開 も更新 可能の最小限度 であるか ら前生稚樹 も倒 木上 に生 じて居 るもののみの生長

したもので比較的エ ゾマツの混淆 歩合多い壮齢 林 とな るのである。

1)前 掲演習林報告 第二號35頁



(39)(II調 査地)樹 幹析解 に

よる急激 な生長開始年数

(40)(II調 査地)

上 木 倒 壊 後 年 数

一齊的急激 な老齢上木 の倒壊 された1調 査地 ご長期に亘 る輩木的倒壊の行 はれた

II調 査地 ごは其倒壊 跡地の前生稚樹の生長経過の曲線が後者の場合は 比較的長い 被

歴生長を示 して居 る。此傾向は特 に樹高生長に於て顯著であ る(第 七圖墾照)。

生 畏 量

壮齢林 に於て各林木 が前生稚樹 として老齢上木に被壓 せ られた 時代の生長 と、老

齢上木倒壊後 の 生 艮ごは 著 しい差異があつて、後者の場合 には被壓 時代の生長の約

6～7倍 を示 して 居 るが、此地帯壮齢 林 に於て 比較的廣面積 に 一齊的上木倒壊 を生

じた場合 と単木的 倒壊 に よる場合 に於ての 前生稚樹の生 艮量比較は 本調査の僅かの

實例 を以て しては決定的には判定せ られぬ 。

(41)壮齢 林 に 於 け る被壓 時 代 と

上 木 倒 壊 後 の 生 長 比 較

直 径(糎)(一 年輪幅)

樹 高(糎X一 年間 生長)
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(42).上 木倒壊後の壮齢 樹生長

エ ヅ マ ツ

ト ド マツ

前生稚樹時代の エゾマツと トドマツ との生長量 も亦一概には比較 する こご困難で

あ るが、壮齢 林 で雨調 査地 を通 じて上木倒壊 後は エゾマ ツの生長が 卜ドマツの生長

ようも良好 な如 くであ る。

前生稚樹 として被圧 された年数の長短が 老齢上木倒壊後の生長量に如何なる差異

を生 す るやに就 ては、著 しく長い被壓 時代 を経過 した 前生樹は 將來の主木 とな る期

待の勘ない ことは齪に述べ られて居 る1)2)。 此傾向は両 調査地共 に年齢調査木に就

て見れば甚だし く老齢 なものは被圧 されて 梢枯損の状態にあつて 前述の状況 と同様

な關係が窺はれ る。

斯の如 く比較的廣面積 に更新 された准齢林 及 小面積 に更新 されだ珊:齢林 は共 に林

齢 は最老林木 ご最幼林木 との年齢差、相當 あるにも拘 らず外観上一齋型 とな ることは

老 齢 上木倒壊後の生 艮年数 が 比較的近似 し、倒壊後 前生稚樹 の生長が著 しく旺盛 と

な う其爲めに小樫木 の腐朽枯損歩合を増加し、且前生稚樹 は 其被壓 時代を通算 して

の年齢 と直径 ごが必ず しも比例 して増大 して居 らぬ ことにあ る。.

上木伐探後の前生稚樹の生長

前述の如 く山岳林 一帯の壮齢 林が前生稚樹 の生長 に よる もの 約90%を 占む るが

猶茲 に考慮 すべ き點は老齢上木の一時 に 急激な疎 開をなす ことは 前生稚樹 の消長 に

如何な る關係あるかの點 であ る。 この點 に就 ては山缶地帯 では其實例 を有せぬか ら

平地林 に於け る調 査を以 て観察することにした。

1)前 掲 演習林報告 第二號

2)植 村博士;一 一齊林 型の原 生林 並天 然林に於 ける前生樹 の更新上

の有用性 に就 て、林 學會雑 誌 第12雀 第5號
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調 査地は平地林施業地 の第4林 班第4探 面で 此調査地 一・帯は 平地の老齢林 とし

ては材積の多い優良な林況で、昭和 三年冬の伐探跡地で矧1百當 り平均253立 方米の

伐採材積 を有 して居た。現況は老齢木 の殆ん ど礎存せ澱皆伐地 に等 しい状態である。

此庭 に900平 方米 の調査区 三ケ所 を選定 して生育 する前生稚樹 に就 て各樹高 及底面

直径 を測定 し、老齢上木伐探 後の年々の頂芽條の伸長量を測 つた。前生稚樹本数は極

めて多 く調査 区IIIの 如 きは1附 當換算本数 は約35,000本 であつて調査区1の 比

較的本数少なき斑域 も15,000本 を有 して居 る。エゾマツ、 トドマツの混橋歩合は調

査区IIに 於ぞ トドマ ツ歩合多 く、他はエ ゾマツ、 トドマツ殆ん ど折半 の歩合 である。

樹 高別に見れば1米 以下 の もの総本 敷の78%で 其数 に於 て大部 を占め て居 るが

樹 高4～8米 とな るもの もあつて 老齢林中の前生樹 としては 大型のものに属す る部

類であ る。

(43)樹 高 別 前 生 稚 樹 本 数 総 括
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(44)、.直 径 別 前 生 稚 樹 本 数 総 括
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底面直径に よる類 別か ら見ても前 同様小型前生稚樹に本数 歩合 は多い。

先づ上木伐探後の生長年度に就ては 此調 査区一帯 は 昭和三年の冬季伐探地 であ る

が伐採後 の春(昭 和四年春)よ う直に前生樹 の 頂芽條が急激 な伸長 を 認め らるるエ

ゾマ ツ、 トドマツ数 は少 な く僅か に20～29%の みであり、 伐採の 翌年(昭 和 五

年森)よ り頂 芽條 の伸 長を開始 した ものは大部分 であつて エ ゾマツ、 トドマツ にて

68～69%に 達 し、更に一年 後(昭 和 六年春)より 伸長開始をした もの13～14%を

示 して居 る。

(45)前 生 稚 樹 生 長 年 度 別 本 数

備 考L伐 探 後 生 立dる エソ マ ツ124本 、 ト ドマ ツ76本 計200本 あ り。

2・伐 探 後 少 し も生長 せnも の461本 、中 に は判 然 ナころ項芽 の 伸 長 を示'

さIQも の 其他 疑 は し き もの は 凡 て これ に 加 ヘ アこ。
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(46)上 木伐探後の前生稚樹頂芽條長量(糎)

備 考 昭和七年七月中旬調査

伐探後に或年度 のみ 頂芽條の伸長 をなすものもあるが 特殊の生育地 にあ る關係で

あつて一般 には 伐採 後二年 目春、或は三年 目の春か ら伸長 を開始 す るものが普逓で

ある。

上木伐採後の各年度 に少 しも伸 長を示 さ漁 ものが7～8%こ なつて居 るが此調査

では軍 に 頂芽條の伸長量のみ を測定 した こごご、測定 に際 して疑はしいものは 全部

これ を生長せ楓 もの と見倣 した關係上多数 こなつた點 もあ る。

頂芽條の年度別伸長量に 就ては伐採後 の春(昭 和 四年)の 伸 艮量は僅少であ るが翌

春(昭 和五年)は 急激 に増 加して居 る。 昭和 七年 の伸長量は昭和 六年 よりは減少 して

居 るが 此調査は昭和 七年七 月中旬の調査で 同年内に猶多少の生長 をなす可能性 を有

す るものである。

頂芽條の伸 艮量を前生樹の大 きさ特 に樹高 について区分すれば、樹高2.0～2.9米 の

大型前生樹の伸長量が樹 高1米 以下 の小型前生樹 の伸長量 より'6著 し く大 であ る。

樹種 についての伸長 量は トドマ ツは樹 高1米 以下 の小型の前生樹 に於てエゾマツ

の伸長量より 多 く、1米 以上3米 綾での樹 高の大型前生樹ではエゾマ ツの伸 長量が顯

著 に増大 して居 る。又頂芽條の伸長より 判定 して伐探後 に新 に生 じ力稚樹 ご認め らる

るもの各調 査区 を遥 じてエゾマツ124本 、 トドマツ76本 、合計200本 が生立 して居る。
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此等調査区の結果 よう見れば 一般 にエ ゾマツ、 トドマ ツの前生樹 は老齢上 木の急

激な伐採後二三年 を経過 すれば 相當大 きな頂芽の伸長 を示す ものであ る。而 して前

生樹 は2～3米 の大型の ものに於て 其生長良好 で最大は一 ケ年45糎 の伸長を示し

て居 る。

トドマ ツは樹 高1米 以下の前生樹 ではエ ゾマ ツより生長可なるも、樹高2米 以

上の前生樹ではエ ゾマ ツの生長が良好である。 上木伐探 僕に も相當本数 の稚樹が新

に生 じて居 ることは注 目すぺきである。

(V)山 岳 地 帯 の エ ゾマ ツ、トドマ ツ林 の

林 相 破 壊 原 因 と更 新

幌登山岳林一帯は此地 方の主要な高山深谷 で海濱河澤の間に生活した 原始土人の

践渉 すること少 な く、特 に保恵 及幌登山の一帯 は土人之をアンバーマイ ト峯1)と 稽

し崇嚴の地 として居た模様であ るか ら原始人類 による干渉 は 此山岳林では比較的僅

少 であつた もの こ考 へ られ る。 而 して長 く自然に放置せ られた原生林では災害に よ

つて大面積 の更新が 行 はれ るか、或は 極盛相に達 した森林 が単木的 に自然に{倒 壊

して小面積 の 更新が行はれ るかに到 るものであ る・)3)4)5)。茲 では山火、崩雪、地

た及崩壊 、病虫害、風害等 に よつて 老齢林林相破壊 後の山岳林 更新 の状況 に就 て各

所 に吟味 して見た 。

(1)山 火 本 演習林の平地林一・帯 に於て山火後に成立 した エ ゾマツ・ トドマツ林

の廣面積 に亘つて存在 することは既に報告 せられた処 であつて6)山 岳地 一帯 に

竜山火に よる エゾマ ツ、 トドマ ツ の炭化物が林 内地中 に存在せ楓かを各調査地

及ベノント調査地 に就 て捜索 したが、唯木菟山頂 の ハ イマツ林 の地中深 さ30糎

位の庭に炭化物 を登見 した以外には見出すことを得なかつた。

1)東 京地學協會;樺 太 地誌13頁

2)6)前 掲演 習林 報告 第 二號

3)  Müller ; Aufbau Wuchs und Verjungung des Siidosteuropäschen Urwalder. 
4) C. A. Schenk; I)er Waldbau des Urwald. Allg. F. u. J. Ztg. 1924. S. 377.
5)植 付 博十;樺 太及北海 道1:生 育 す るエゾマツ、トドマツ の天然更新 に就て の根本的 考察、

林學 會雑誌 第十巻第六號


